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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年8月27日(2009.8.27)

【公表番号】特表2009-500505(P2009-500505A)
【公表日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2008-520716(P2008-520716)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  65/48    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月9日(2009.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非フッ素化、部分フッ素化または過フッ素化した(特に非、部分、または過フッ素化し
た)、芳香族スルホン酸またはホスホン酸（またはこれらの誘導体）のモノマー、オリゴ
マー、およびポリマーであって、ポリマーの部分または過フッ素化した基を、ポリマーの
主鎖だけでなく側鎖にも備えることができる該モノマー、オリゴマー、およびポリマーに
おいて、硫黄またはリン求核試薬による芳香族求核置換によって得られることを特徴とす
るモノマー、オリゴマー、およびポリマー。
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